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１．はじめに 

平成 26 年に鳥取市の 62 か所ある公民館を対象に、「地域と共に生きる幸せづくり教室」と題して

出前講座を始めた。21 種類のプログラム（図 1）のうち、マジックショーは人気があり、笑いと元気

を人々に届け続けている。その活動の実際を報告する。 
 

２．方法 
地域活動推進委員会議を月に 1 度実施。（図 2） 

地域とのネットワークづくりとして、地域推進委員 17 名がそれぞれ担当の公民館を訪問。こうほう

えんのパンフレット配付・出前講座プログラムの紹介。その地区のニーズ聞き取り。 
 
３．取り組み 

地域推進委員が公民館と情報交換を行っている中で、平成 29 年 1 月「特色ある公民館活動」の一

環として、城北公民館よりマジックレクリエーションのボランティア依頼があった。 
1 時間の枠で手品と介護予防・認知症予防につながるレクリエーションを併せて実施。参加者：ボ

ランティア地区の高齢者約 80 名。その様子を日本海新聞で取り上げられる。 
その後、城北公民館からの紹介や「新聞を見ました。うちでもお願いします。」と、手品ボランティア

の依頼が増加。 
平成 29 年 1 月から現在まで、いなば幸朋苑として 6 地区で 11 回、マジックショー・レクリエーシ

ョンボランティアを実施。 
個人的に参加したボランティアも含めると、8 地区で通算 18 回実施した。 

 
４．成果・考察 

公民館ら社会協議福祉会、町づくり協議会、子ども会等の町内会から手品ボランティアの依頼が増

加した。感謝状が贈られることもあり、喜びの声をいただいている。公民館を通じてボランティアの

情報が他に伝わり、新たな依頼につながる等、地域との輪が広がっている。 
実際に喜びの声や感謝状をいただき、度々依頼してくださる公民館もあり、地域貢献につながって

いると思われる。 
 
５．おわりに 
   平成 28 年度に、出前講座の活動が鳥取市にも認められ、介護予防普及啓発活動として補助金の

交付が設立された。（地域において介護予防に関する学習会を企画・実施した場合：プログラム 1～
17、19～21 が対象であり、手品ボランティアは非対象） 

   今後 何かあったときに「こうほうえん」を頼って頂けるよう、ボランティア活動を通して地域貢

献を行っていきたい。 
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  図 1 出前講座プログラム        図 2 地域活動推進委員会 活動指針 

 
図 3 出前講座実績表（平成 27 年度）     図 5 出前講座実績表（平成 29 年度） 

図 4 出前講座実績表（平成 28 年度）


